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1．事務局
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（2）担当の説明

教　務　課
　　教務課は、教学に必要なすべての業務を担当しており、授業運営や、成績証明
書などの諸証明発行等の窓口となっています。また、所轄事項の事務処理だけで
なく、履修方法・成績・資格取得・学籍異動等々にわたって学修相談、助言、指
導を行っています。又、編入指導に関する窓口ともなっています。
　　実習については、５号館１階の教育保育職支援センターが相談、指導の窓口と
なっています。

学　生　課
　　学生課は、学生生活全般の窓口です。学生会を中心とする課外活動の支援・諸
証明の発行業務・奨学金・学生相談室や保健室・アパート紹介も担当していま
す。就職については、就職ガイダンスや就職模試・就職試験対策講座などの指導
相談を行っています。

庶務会計課
　　庶務会計課は、本学の財務と施設・設備の管理、営繕を担当しています。予算
編成、資金収支の記録、資産の管理等の業務を行っています。
　　窓口では、学費の分納手続きの受付、各種納付金について扱っています。

入試広報課
　　入試広報課は、入試業務全般と広報活動を行っています。
　　入試広報課は、７号館にあります。
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2．豊かな学生生活を送るために
（1）これだけは知っておこう
①学籍番号について
　学籍番号は、あなたの固有番号です。学籍番号は学生証に記載されていますが、
学内における多くの手続きは学籍番号によって行われますので、正確に記憶して
ください。
　学籍番号は８桁で構成されています。

　　　１１１　　　　２２　　　００１
　　	 学科番号	 入学年度	 個人番号

　　　　最初の３桁＝学科番号
　　　　　　　　　（保育科：１１１、英語コミュニケーション学科：１１２、
　　　　　　　　　　現代教養学科：１１３、
　　　　　　　　　　専攻科保育専攻：１２１、専攻科英語専攻１２２）
　　　　次の２桁＝入学年度の下２桁
　　　　最後の３桁＝個人番号

②学生証について
　本学の学生であることを証明する身分証明書ですので、常に携帯してください。
学生証は、通学定期乗車券を購入するとき、学生旅客運賃割引証（学割証）を購
入するとき、定期試験を受験するとき、各種証明書を発行するとき、図書館を利
用するとき、住所変更届や改名（姓）届の提出などに必要です。
　紛失した場合は、学生課で再交付の申請をしてください。また他人に貸与・譲渡
したり、不正に使用しないでください。
　※再発行については、「３．証明書・諸願・諸届」を参照してください。

③自動車通学について
　自動車による通学は禁止していますが、条件を満たした場合のみ認めています。
詳細はガイダンスなどで案内をします。また、病気やケガ等での通学、課外活動
など自動車を使用しなければならない場合は、学生課で許可を得てください。

④自転車・バイク通学について
　自転車及びバイクで通学を希望する学生は、学生課に所定の登録をしてくださ
い。自転車・バイクには指定シールを貼り、2号館裏と6号館横の駐輪場に置い
てください。自転車の盗難が増えていますので、必ず施錠をして防犯に努めてく
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ださい。
　また、近年、自転車事故による高額賠償請求事例が全国各地で散見されるなど、
自転車の事故に対する社会的責任の重みが増してきています。こうした状況を背
景に、自転車損害賠償保険等への加入を条例で義務化する自治体が増えていま
す。被害者の保護、自分が加害者になったときの経済的負担の軽減のためにも、
自転車損害賠償保険等に加入しましょう。

⑤個人用ロッカーについて
　希望者には、個人用ロッカーを２年間貸与しますので、大切に使用してくださ
い。キャンパス内での盗難防止のためにもロッカーを利用してください。
　故障や鍵を紛失した場合は、学生課へ申し出てください。返却する時は、ロッ
カーの中を清掃して空にしてください。

⑥盗難防止について
　キャンパス内でも盗難が発生します。ほんの一瞬目を離したすき（教室にカバン
を置いたままトイレに入ったなど）に被害は起こっています。貴重品は放置する
ことなく常に自分自身で管理してください。もし盗難の被害にあった場合、学生
課へ届け出てください。

⑦落し物について
　落し物・拾得物については届け出て下さい。持ち主の分かるものについては、す
ぐに連絡をします。（保管場所は学生課及び保健室前）

⑧キャンパス内での緊急時の連絡先について
　課外活動中における事故やケガなどがあった場合の緊急連絡先は以下のとおりです。
　　　　警備員の緊急連絡先　　080−3065−6318（16：50以降）

（2）留意事項　～トラブルに巻き込まれないために～
①サークル活動を装って勧誘している宗教団体について
　学内外でサークル活動を装って勧誘してくる宗教団体があります。そんな時に
は、曖昧な態度をとらずにはっきりと断り、自分の連絡先は教えないこと。ま
た、勧誘や被害にあった場合は、必ず警察と学生課に報告してください。

②大学の職員を装って学生の連絡先を聞いてくるケースについて
　大学では、電話やメールによって商品の販売を勧誘することはありません。また
緊急時に保証人（保護者など）に電話することはありますが、保証人から学生本
人に連絡をとってもらい、本人から折り返し連絡してもらった上で学生本人に直
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接用件を伝えることにしています。ご家族には、そういう電話があった場合は、
「本人から連絡させます」と返答するように伝えてください。また不審な電話が
かかってきたときには、相手の名前や所属などを聞いた上でいったん電話を切
り、折り返し大学に連絡をしていただくよう伝えてください。

③痴漢やいたずら電話などについて
　女子学生に対する痴漢やいたずら電話などの被害が増えています。通学やアルバ
イト通勤途上など、普段から常に防犯に努めてください。もし被害にあった場
合、警察に届け出るとともに学生課にも報告してください。
　授業やサークル活動で帰宅時間が遅くなる時、通学路が暗くて心配な学生には防
犯ベルを学生課で貸し出していますので、利用してください。

④クレジット・学生ローンについて
　クレジットカードは、支払いのことも考慮し計画的に使用してください。カード
を作るときも、保証人とも相談のうえ慎重に決めてください。また、高利のサラ
金や学生ローンなどには絶対に手を出さないで下さい。

⑤身に覚えのない「利用料金」請求について
　郵便・携帯電話・電話・メールなどで身に覚えのない利用料金を請求された時
は、相手方に対して自分の情報を教えることになりますから、決して連絡をとっ
たりせず無視をしてください。もし請求にかかわって裁判所から通知が届いた場
合は、名古屋市消費生活センター・愛知県中央県民生活プラザなどで相談してく
ださい。
　（相談窓口）
　　名古屋市消費生活センター　　　　052−222−9671
　　愛知県県民相談・情報センター　　052−962−5100

⑥アルバイトについて
　大学へ届いたアルバイトの情報は学生課窓口にファイルしてあります。
　＜ブラックバイトについて＞
　ブラックバイトとは、学生アルバイトであるにもかかわらず「長時間労働を強い
られたり、契約内容と違った業務、過剰な責任やノルマを課せられたり、試験期
間中にも休ませてくれないなど、学生であることを尊重しないアルバイトのこ
と」をいいます。アルバイトでトラブルやお悩みのある方は、次の団体に相談し
てください。
　　ブラックバイト対策弁護団あいち　　　　052−211ー2236
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⑦悪徳商法について
　学生を狙って、高額な教材や資格取得・英会話学校など、様々な手段・方法で勧
誘する悪徳商法・高額商法が増えています。軽率に契約すると高額の支払請求が
きて学生生活の大きな障害となります。もし勧誘されたときは、曖昧な態度はと
らずはっきり断ることです。また、住所・メールアドレス・電話番号などは絶対
に教えないことです。
　クーリングオフ制度について（Cooling-off)
　「特定商取引に関する法律」等で指定された商品やサービスについて、法定書
面（契約書面）を受けとった日から一定の期間（８日間や20日間など）であれ
ば、書面で申込の撤回又は契約の解除通知をすれば無条件で売買を白紙に戻す
ことができる制度です。契約してしまったからといって諦めずに速やかに手続
きを行ってください。

⑧成年年齢の引き下げについて
　民法の改正により、2022年４月から成年年齢が20歳から18歳に引き下げられ
ました。成年に達すると、保護者の同意がなくても自分の意志で様々な契約がで
きるようになります。これまで認められていた未成年者取消権が適用されなくな
り、一旦契約すると未成年であることを理由に、契約を取り消すことができなく
なるため、注意が必要です。

⑨不正薬物（大麻・覚せい剤など）について
　不正薬物（大麻・覚せい剤・MDMA・コカインなどの麻薬、向精神薬、有機溶
剤など）は、その使用だけではなく、所持や栽培・製造行為も重大な犯罪行為で
あり、法律で厳しく罰せられます。本学でもそのような行為を行った学生があれ
ば、退学を含む厳重な処分を下すことになります。「見つからなければ……」と
軽く考えていませんか？もし手を出せば、学生生活はもちろん今後の人生も台無
しになってしまいます。

⑩キャンパス内での喫煙について
　喫煙は、喫煙者自身の健康を害するだけではなく、受動喫煙などにより非喫煙者
の健康も害しています。喫煙者の多くが大学時代に喫煙習慣を身に付けているこ
とから、喫煙人口の減少に貢献することは、大学の社会的責務と考えます。本
キャンパスでは、女子学生の教育機関として、2019年４月からキャンパス内全
面禁煙となりました。禁煙したい人は保健室まで気軽に相談してください。

⑪飲酒について
　20歳未満の飲酒は法律で禁止されていますので、短大生の飲酒は当然禁止で
す。サークル活動では四大生と合同の打ち上げなど飲酒の機会があると思います
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が、厳守してください。20歳以上の学生についても、「イッキ飲み」による急
性アルコール中毒など無理な飲酒には十分気をつける必要があります。

⑫学外者からの呼び出し・問い合わせについて
　個人情報保護の観点から、原則的には応じられません。ただし、緊急の場合は除
きます。

⑬公衆電話について
　３号館東側に設置してありますので、利用してください。

⑭授業中や課外活動中の事故について
　大学管理下における事故については、傷害保険及び賠償保険の対象になりますの
で、学生課又は保健室まで申し出てください。

⑮犯罪に巻き込まれない、友だちを巻き込まない。
　大学生になると高校生の時までとは違い、時間的、金銭的な余裕が生まれ、ハメ
を外したくなります。そんなみなさんをターゲットに様々な誘惑が近づいてきま
す。その結果、悲惨な事故や事件に巻き込まれる恐れがあります。特にネット詐
欺や、痴漢、援助交際、DVなどの性犯罪は重大な被害をもたらします。被害に
あったかもしれないと気づいたときは警察や大学（学生相談室、ハラスメント相
談員、保健室、学生課等）に相談しましょう。

⑯知っておいてほしいSNSとの付き合い方
　毎日の生活の中で、すでに欠かせない存在となっているLINE、Instagram、
Facebook、Twitter、ブログなどの「SNS」。一方で、個人情報が流出する、
犯罪に巻き込まれる危険がある、知らないうちに周囲の人に迷惑をかけるなど、
自分がしっかりしていないと人生に大きなダメージを受けるリスクを伴います。
次の点に気をつけて、かしこい利用者になりましょう。
　１．SNS上の情報は、正しいものばかりではありません。
　２．著作権、肖像権など、基本的なルールは守らなくてはいけません。
　３．SNS上でいったん発信した情報は、取り消すことができません。
　４．匿名で発言しても、個人を特定することは可能です。
　５．自分だけでなく、家族や友人にまで被害がおよぶことがあります。

　  特に注意してほしいNGな投稿
　１．就職活動
　　（1）飲酒・喫煙に関わる過ち、過激な発言や画像
　　（2）会社や商品などについて、実名をあげて批判すること

！ ！



学
生
生
活

8

　　（3）ESの内容や面接の様子などの採用活動、内定後のレポートなど内定者
指導に関わる情報

　２．実習（下記は一例です。実習に関しては写真撮影・投稿はすべて禁止です。）
　　（1）子どもの作品や園の様子を撮影し、許可なく掲載すること
　　（2）実習日誌や園からの課題など、関係資料を撮影し、掲載すること
　　（3）園や関係者に関わる批判的な発言
（困ったときの連絡先）
　　①大学　　名古屋短期大学事務局		0562-97-1306
　　②公的機関
　　　（1）消費行動（ネットショッピングやワンクリック詐欺など）に関わるトラブル
　　　　　　国民生活センター、または最寄りの消費生活センターへ。
　　　　　　※消費者ホットライン　188（いやや）番
　　　　　　	（最寄りの消費生活相談窓口を案内するものです）
　　　（2）犯罪に関わるトラブル
　　　　　　近くの警察署やサイバー犯罪相談窓口へ。
　　　　　　愛知県警察本部サイバー犯罪相談窓口　052-951-1611（代）
　　　　　　岐阜県警察本部サイバー犯罪相談窓口　058-272-9110（総）
　　　　　　三重県警察本部サイバー犯罪相談窓口　059-224-9110（総）

学
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3．証明書・諸願・諸届
　学生のみなさんが、在学中に必要とする諸証明書は下記のとおり発行しています。
　なお、有料の証明書については、自販機で証紙を販売していますので、発行願に
貼り申し込んで下さい。

証明書一覧
種　　　　　類

成績証明書
卒業（見込）証明書
修了（見込）証明書
指定保育士養成施設卒業見込
証明書
幼稚園教諭2種免許状取得見込
証明書
中学校教諭2種免許状（英語）
取得見込証明書
試験場入室許可証
英文証明書（卒業（見込）・成績）
在学証明書
健康診断証明書
推薦書
学生旅客運賃割引証（学割）
学生証再発行

担当課 交　付
即　　日
〃
〃

〃

〃

〃

〃
数　　日
即　　日
即　　日
〃

3日以内
３　　日

手数料
300円
200円
200円

200円

200円

200円

無　料
500円
200円
300円
無　料
〃

1,000円

備　考

年間交付枚数は10枚程度
印　鑑

教
　
　
　
　
　
務
　
　
　
　
　
課

学
　
生
　
課
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願・届一覧
種 　 類

休 学 願

退 学 願

転 科 願

復 学 願

再入学願書

長期欠席届

忌 引 届

追 試 験 願

再 試 験 願

科目等履修生
入 学 願 書

他学科履修願

研究生願書

転 入 学 願

住所変更届
改名（姓）届
特 別 支 援
申 出 書

担当課 提　　出

ただちに

ただちに

所定の期日

ただちに

所定の期日

ただちに

ただちに
試験実施までに
連絡し、速やか
に

成績通知日

所定の期日

所定の期日

所定の期日

所定の期日

ただちに
ただちに

随時

備　　　　　　考
疾病又はやむを得ない理由により引き続き
3ヵ月以上修学することのできない者
疾病又はやむを得ない理由により、退学す
る者
本学において他の科へ転科を希望する者
休学期間満了の者、又は休学期間中におい
てもその理由が消滅した者
中途退学又は卒業した者で再入学を志願す
る者
疾病又は傷病その他の事故でやむを得ず連
続7日以上にわたって欠席する者
忌引きする者
疾病又はやむを得ない事由により、受験が
不可能となり追試験を希望する者
（診断書等とともに）
定期試験において不合格と判定された科目
で再試験を希望する者
桜花学園大学の授業科目を履修することを
志願する者（在学生は無料）
他学科において、他学科開放指定科目以外
の授業科目を履修することを志願する者
卒業後も大学に残って勉強したい者
（本科検定料の半額）
他の短期大学から転入学を希望する者
（本科検定料と同額）

住民票

教
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
務
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
課

学		

生		

課
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4．	通学定期乗車券及び学割証発行
通学定期乗車券
　通学区間とは学生証に記載してある現住所の最寄駅から大学の最寄駅までの最短
区間です。通学目的以外（アルバイトなど）の証明書は発行しません。
(1)　定期券は学生証裏面で購入できますので、最寄駅で購入して下さい。
　　※学生証裏面には「通学定期乗車券発行控」欄があります。記載欄がなくなっ

たら学生課で新しい発行控をお渡しします。
(2)　その他、指定用紙に学校の証明が必要な場合は、学生課まで来て下さい。

実習用通学定期乗車券
　実習が学修単位修得に必要となる場合に発行します。
　各実習の事前指導で指示します。

学生旅客運賃割引証（学割証）の発行について
　学割証は、修学上の経済的負担を軽減し、学校教育の振興に寄与することを目的
として発行されるものです。学割乗車券を使用するときは、学生証を必ず携帯して
下さい。
　発行は原則として下記の目的のために利用する必要があると認められる場合に限
ります。所定の申請書を学生課へ提出して下さい。
　(1)　休暇、所用による帰省
　(2)　実験実習などの正課の教育活動
　(3)　学校が認めた特別教育活動または体育・文化に関する正課外の教育活動
　(4)　就職または進学のための受験等
　(5)　学校が修学上適当と認めた見学または行事への参加
　(6)　傷病の治療その他修学上支障となる問題の処理
　(7)　保護者の旅行への随行
　学割は鉄道・航路を100キロ以上（片道）乗車する場合に乗車券が2割引となり
ます。
〈注意〉	・1年間10枚程発行します。
	 	 ・有効期間は発行日から3ヵ月間です。
	 	 ・定期試験1週間前及び期間中は発行しません。
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　学割証を不正に使用した場合は、本人が処分を受けるだけでなく、大学全体が発
行を停止させられることがありますので絶対に不正使用しないで下さい。
　＜学生団体旅行割引証について＞
　　鉄道、バス会社では、それぞれ学生団体旅行割引制度があります。
　　各会社によって対象となる人数、割引率に違いがあります。詳しくは各鉄道・
バス会社および旅行会社に問い合わせて下さい。

　　　例：ＪＲ利用の場合
　　　　①条件
　　　　　・同じ発着経路で旅行
　　　　　・1名以上の教職員が同行
　　　　　・団体の最小必要人数は8名
　　　　②割引率
　　　　　・普通運賃の5割引
　　　　　　（教職員・付添人3割引）

学
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5．学納金
1．学納金額（2021，2022年度入学者）

保
　
　
育
　
　
科

内　　　　訳
1　年　次 ２　年　次

前　期 後　期 前　期 後　期

授 業 料 366,000 366,000 366,000 366,000

教 育 充 実 費 176,000 176,000 176,000 176,000

実 習 費 15,000 15,000 15,000 15,000

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

内　　　　訳
1　年　次 ２　年　次

前　期 後　期 前　期 後　期

授 業 料 366,000 366,000 366,000 366,000

教 育 充 実 費 176,000 176,000 176,000 176,000

演 習 教 材 費 10,000 10,000 10,000 10,000

現
代
教
養
学
科

内　　　　訳
1　年　次 ２　年　次

前　期 後　期 前　期 後　期

授 業 料 366,000 366,000 366,000 366,000

教 育 充 実 費 176,000 176,000 176,000 176,000

演 習 教 材 費 10,000 10,000 10,000 10,000

専
　
　
攻
　
　
科

内　　　　訳
1　年　次 ２　年　次

前　期 後　期 前　期 後　期

授 業 料 183,000 183,000 183,000 183,000

教 育 充 実 費 70,000 70,000 70,000 70,000

実 習 費 15,000 15,000 15,000 15,000
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共
　
　
　
　
　
　
通

内　　　　訳
1　年　次 ２　年　次

前　期 後　期 前　期 後　期
校 外 教 育 活 動 費
（ 専 攻 科 は 不 要 ）

20,000程度
20,000程度
現代教養学科のみ

0 0

学 生 会 費 8,000 0 4,000 0
同 窓 会 費
（ 専 攻 科 は 不 要 ）

0 0 0 10,000

学生教育研究災害傷害保険 1,750 0 0 0

学研災付帯賠償責任保険 340 0 340 0
卒 業 記 念 ア ル バ ム 代
（ 専 攻 科 は 不 要 ）

0 0 15,750 0

注１：学生教育研究災害傷害保険1,750円は２年間分の金額です。
注２：社会人入試で入学した学生は、授業料と教育充実費が半額になります。

注：各納付金の内訳
　○授　業　料
　○教育充実費

　　…………	学校運営ならびに授業運営に係る経費に充当します。
　○実　習　費
　○演習教材費
　　校外教育活動費…………	各種セミナーに係る宿泊・交通費等の費用です。
　　学生会費…………………	学生会（在学生は全員加入です。）に代わって徴収し

ています。（入会金4,000円、会費年間4,000円）
　　同窓会費…………………	同窓会（卒業生は全員加入です。）に代わって徴収し

ています。
	 なお、会費の支払いは1回のみです。
　　卒業記念アルバム代……	卒業時にお渡しするアルバム代金です。
　　学生教育研究災害傷害保険…	（財）日本国際教育支援協会の保険です。
　　　　　　　　　　　　　　　　在籍年数分の金額です。
　　学研災付帯賠償責任保険……	本学学生は全員加入です。
　　　　　　　　　　　　　　	 約款などの詳細については、学生課までお問い合

わせ下さい。
	 （手引きは4月のガイダンスにて配布します。）

｝
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　　○社会人入学の学生は、表の金額と異なりますので詳細については庶務会計課
まで問い合わせて下さい。

2．学納金の納付について
　　　年額を前期（4月）・後期（10月）に分けて、27日に口座引き落としとな
ります。（新入生は最初前期のみ振込み票による納付となります）

　　　＊引き落としは27日ですが、当日が土・日・祝日の場合には翌平日が口座
引き落としの日になります。

　　　いったん引き落としされた学納金は、原則としてお返しできません。
　　　また引き落としできなかった場合には、本学から「督促状」が送付されま
す。督促されてもなお引き落としできなった場合には、「除籍」となります。

3．学納金を分納する場合について
　　　学長が特に認めた学生には、月割で口座引き落とし（「分納」）を認めるこ
とがあります。

　　　分納の対象となる学納金は、授業料、教育充実費、実習費、演習教材費で
す。

　（手続）
　　　分納の許可を申請する学生は、所定の用紙に経済的状況などの事由を詳細に
記入し、提出してください。事由によっては、許可しない場合がありますので
ご了承ください。

　　　分納申請用紙の請求・提出は庶務会計課へお越しください。
　　　分納許可が出ましたら、学長より通知いたします。
　（申請期間）
　　　前期・後期の年2回申請を受付けます。
　　　口座引き落としの制度上、期限は厳守してください。
　　　　　　前期　　　4月1日〜4月10日
　　　　　　後期　　　10月1日〜10月10日
　（口座引き落とし日）
　　　　　　前期　　　4月、5月、6月、7月、8月、9月　	各27日
　　　　　　後期　　　10月、11月、12月、1月、2月　	 各27日
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　　　　　　　　　　　（後期は2、3月の2ヶ月分を2月で納付）
　　＊引き落としは27日ですが、当日が土・日・祝日の場合には翌平日が口座引
き落としの日になります。

　　＊新入生の前期は事務局窓口での納付となります。

4．休学者・退学者の学納金について
　　　休学者・退学者の学納金は、休学または退学を許可申請した日の属する月ま
での学納金が必要です。この場合、分納の納付方法に準じて納付してくださ
い。

5．留年者の学納金について
　（1）休学による留年の場合…………入学年度の金額となります。
　（2）単位未充足による留年の場合…………下表のとおりです。

6．学納金が口座引き落としできなかった場合の除籍について
　　　再三の督促請求にもかかわらず滞納があった場合、3ヶ月で除籍となる場合
があります。

7．奨学金について
　　　奨学金などを利用する場合には、前もって手続きが必要となりますので、あ
らかじめ余裕をもって学生課に申し込むようにしてください。

　　　経済的理由などで修学が困難になった場合は、まず学生課に相談してくださ
い。学園奨学金制度（入学後、保護者の経済事情の急変などで修学困難となっ
た場合、授業料相当分を支給する制度です。）をはじめ各種奨学金の紹介を
行っています。

　　　奨学金・貸与金・教育ローンなどの手を尽くしても、学納金が納められず、

卒業要件
未充足単位数
10単位未満
10単位以上
30単位未満
30単位以上

授業料

3分の2を免除

2分の1を免除

免除なし

教育充実費

3分の2を免除

2分の1を免除

免除なし

実習費
演習教材費
全額免除

全額免除

全額免除

学
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現状の家計状況ではどうしても学業の継続が難しい場合は休学し、状況が好転
すれば復学するという方法もあります。

　　　ゼミの先生に相談をしてください。

不明な点がありましたら本学までお問い合わせください。
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一種

二種

1　　　　　　年
高等学校最終2か年の学習成績評定
の平均値が3.5以上

高等学校における成績がその者の
属する学年の平均水準以上の者

2　　　　　　年
大学における学業成績が学科の上位1／3以
上を修めていること。
1年次の標準単位修得数を修得しているこ
と。保育科47単位、英語コミュニケーショ
ン学科31単位、現代教養学科35単位。
大学の成績が平均水準以上の者

6．奨学金
(1)　独立行政法人日本学生支援機構
　2004年度より日本育英会を解散し、独立行政法人日本学生支援機構となりまし
た。優秀な学生で経済的理由により修学が困難な学生に貸与して、教育の機会均等
をはかり、社会の健全な発展に尽くすことを目的としています。
　人物・学力・収入が選考の基準になっています。

貸与奨学金

①奨学金の種類と貸与期間（下記、貸与金額は平成30年度入学者から適用）

　※主たる家計支持者を失った場合、または失職・火災等により家計が急変し、緊
急に奨学金を受ける必要が生じた場合は学生課まで相談にきてください。

②出願資格
　学業成績

奨学金の種類

第一種奨学金
（無利息）

第二種奨学金
（利息付）

貸与月額（下記の金額のいずれかから選択）

自宅　　2万円、3万円、4万円、5万3千円

自宅外　2万円、3万円、4万円、5万円、6万円

2万円から12万円のうち1万円単位で選択

対象

全学年

全学年

種別

貸与

貸与

募集時期

4月

4月

学
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③推薦と採用決定
　　学内選考のうえ推薦します。日本学生支援機構は大学の推薦に基づいて採否を
決定します。

④奨学生の心得
　・学業成績−前年度学業成績を日本学生支援機構に報告します。
　・奨学金継続願−年間1回12月頃に配布、掲示にて連絡します。

⑤進学届
　　高等学校で奨学生採用候補者として決定通知を受けている人は、IDとパスワー
ドを配布しますので説明会に参加して下さい。

⑥在学届
　　本学入学以前に日本学生支援機構の奨学生であった人は、在学中の返還が猶予
されますので、学生課まで提出して下さい。

⑦奨学金の返還
　　奨学生として採用された後、６月頃に採用時説明会を行います。

高等教育の修学支援新制度
　経済的な理由で学び続けることをあきらめないよう、2020年４月から給付型奨
学金と授業料等の減免により、意欲のある学生のみなさんの「学び」を支える新制
度です。この制度は、収入・学力・その他の選考基準があります。
　※貸与奨学金と併せての利用もできますが、第一種奨学金に関して、高等教育の
修学支援新制度の対象になった場合は、貸与額の制限があります。

　※詳細については、学生課で確認して下さい。

(2)　その他の奨学金
　日本学生支援機構の他に、地方公共団体、民間団体等の行う各種の奨学制度があ
ります。これらについては募集依頼があり次第掲示しますが、本学で取扱っていな
い奨学金も数多くありますので、機会があれば出身の地方公共団体に照会するとよ
いでしょう。
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　下記は、昨年度募集があった民間団体の奨学制度の一例です。

(3)　桜花学園奨学金制度
　学校法人桜花学園が設置する名古屋短期大学・桜花学園大学及び桜花学園高等学
校（幼稚園は除く）に在籍する学生・生徒が保護者等の経済的事由により、修学困
難となった場合に支給されます。奨学金の額は、原則として授業料相当額です。
　随時受付けていますから、学生課に問い合わせて下さい。

(4)　名古屋短期大学同窓会奨学金
　家庭の経済的事由等により、修学困難となった場合修学に必要な学費の一部を貸
与します。　下記は、昨年度募集があった民間団体の奨学制度の一例です。

奨学事業団体名又は奨学金名
大 幸 財 団
横 山 育 英 財 団

あ し な が 育 英 会

種　別
給　付
給　付

貸　与

月　　額
30,000円以内
14,000円
70,000円

（うち貸与40,000円、給付30,000円）
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学校法人桜花学園奨学金規程

（趣　　旨）
第1条　	この規程は、学校法人桜花学園（以下「学園」という。）の奨学金につい

て必要な事項を定めるものとする。
（適　　用）
第2条　	この規程の適用を受けられる者は、学園が設置する学校（幼稚園は除く）

に在籍する学生及び生徒（以下「学生等」という。）とする。
（奨　学　金）
第3条　	奨学金は、経常費をもって充てるものとし、毎年度予算に計上する。
　　2　	奨学金は、保護者等の経済的事由により修学困難となった者に支給する。
（資　　格）
第4条　	奨学金の支給を受けることができる者は、次の各号に該当しなければなら

ない。
　　　（1）入学後に経済的事由により修学困難となった者で、かつ、その理由を

明らかにできる者
　　　（2）卒業できる見込みが確実な者
（奨学金の額）
第5条　	奨学金の額は、原則として授業料相当額とする。ただし、事情により、理

事会において増減することができる。
（支給期間）
第6条　	奨学金の支給期間は、原則として支給開始月から卒業までとする。
（支給方法）
第7条　	奨学金の支給は、減免又は学生等名義の銀行口座に振込むものとする。
（他の奨学制度との関係）
第8条　	他の奨学制度から奨学金の支給又は貸与を受けている者であっても、この

規程の適用を受けることができるものとする。
（申　　請）
第9条　	奨学金の支給を受けようとする者は、奨学金支給申請書（別紙）に必要書

類を添付して、理事長に提出しなければならない。
（決　　定）
第10条	奨学金の受給者の決定は、所属長の推薦により理事長が決定する。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成　　年　　月　　日　
　　　学校法人　桜花学園
　　　　理事長　大　　谷　　　　恩　殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　申請者　住所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　　印	○

奨学金支給申請書
　　学校法人桜花学園奨学金規程に基づき申請します。
　　　1．学　　校　　名
　　　2．学　　　　　　年
　　　3．所属科又はクラス
　　　4．保 護 者 氏 名

　　　　　添付書類
　　　　　1．理由書（別紙とし詳細に記入）　別添のとおり
　　　　　2．成績証明書　　　　　　　　　　別添のとおり

（通　　知）
第11条	第5条による奨学金の額及び第10条により奨学金の受給者を決定したと

きは、奨学金支給通知書により学生等に通知するものとする。
（停　　止）
第12条	奨学金の受給者が次の各号の一に該当した場合には、奨学金の支給を停止

する。
　　（1）学則に定める休学、転入学、退学及び除籍等となったとき
　　（2）学校の秩序を乱し、その他学生としての本分に反したとき
　　（3）奨学金の支給を必要としない事由が生じたとき
（届　　出）
第13条	奨学金の受給者は、第12条第3号に該当したときは、速やかに届け出な

ければならない。
（委　　任）
第14条	この規程に定めるもののほか、必要な事項は別に定める。
　　附　　則
　この規程は、昭和58年4月1日から施行する。
　この改定規程は、平成元年4月1日から施行する。
　この改定規程は、平成19年9月1日から施行する。
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名古屋短期大学同窓会奨学金規程
（目　　的）
第1条　	　この規程は、名古屋短期大学に在学する学生が、家庭の経済的事由等に

より修学困難となった場合、修学上必要な学費の一部を貸与することを目
的とする。

（資　　格）
第2条　	　この奨学金の貸与を受けることができる者は、次の各号に該当する者と

する。
　　　(1)　経済的な事由で修学困難な者
　　　(2)　卒業後返還する意志のある者
　　　(3)　卒業できる見込のある者
　　　(4)　名古屋短期大学学長が推薦した者
（奨学金の額）
第3条　	　奨学金の額は、申請した年度から、最短の卒業年度までに必要な名古屋

短期大学の授業料相当額とする。
（申請方法）
第4条　	　奨学金の貸与を受けようとする者は、保証人連署の上、申請書及び必要

書類を提出するものとする
（決　　定）
第5条　	　奨学金貸与者の決定は、名古屋短期大学同窓会の役員で行う。
（貸与方法）
第6条　	　奨学金の貸与方法は、決定した月から卒業までに必要な授業料を同窓会

より、名古屋短期大学に支払うものとする。
（返　　還）
第7条　	　奨学金の貸与を受けた者は、名古屋短期大学卒業後5年以内に、一括又

は5回以内の分割により返還するものとし、無利子とする。
（返還猶予又は免除）
第8条　	　奨学金は特別な事由が生じた場合、本人等の申請に基づき名古屋短期大

学同窓会の役員会の議を経て、返還を猶予又は免除することができる。
（雑　　則）
第9条　	　この規定に定めるもののほか、必要な事項は別に定める。
　　付　　則　　この規程は、平成6年4月1日から施行する
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7．保健室
健康相談・悩み相談

　研究管理棟1階事務局の隣には保健室があり、保健室職員が常駐しています。体
調が悪いときや怪我をしたときは、必要な手当てや処置を受けることができます。
また、からだの悩みや、人に言いづらい心配事がある場合は、いつでも保健室職員
が相談に応じています。個人の秘密は厳守されますので、気軽に利用してくださ
い。他にも、身長・体重・体脂肪・視力・聴力・血圧がいつでも測定できますか
ら、健康管理に利用してください。

AEDについて
　AED（自動体外式除細動器）は学内数箇所に設置してあります。詳しくは建物
配置図をご覧ください。

学生定期健康診断
　学校保健法に基づき、毎年1回定期的（4月初旬）に「学生定期健康診断」を実
施しています。必ず、全員が受診してください。健診当日に受けられなかった学生
は、後日、医療機関等で検査（費用は自己負担）を受けなければなりません。
　健康診断の記録は大切に保存され、その結果をもとに「健康診断証明書」を発行
しています。健康診断書は、各種実習・就職試験・インターンシップ等で必要な書
類です。定期健康診断を受けていないと発行できませんので、ご注意ください。

学校医の紹介
　本学の学校医は次のとおりです。
藤田外科
住　　所 名古屋市緑区境松2-333（中京競馬場前駅北口より徒歩2分）
電話番号 052-621-4323
診療科目 外科・整形外科・内科・皮膚科・消化器科・泌尿器科

診療時間
月〜土　　　午前		9：00〜12：30
月〜水・金　午後17：00〜19：00

休	診	日 木曜日午後・土曜日午後・日曜日・祝日
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インフルエンザなどの感染症の届け出

　インフルエンザなどの感染症にかかり、医師が他者への伝染の恐れがあると診断
した場合、学校保健法によって出席停止が定められています。出席停止の対象とな
る感染症にかかった場合は、感染が分かった時点で速やかに大学（保健室または教
務課）へ電話連絡し、指示に従ってください。医師から登校の許可が下りてから、
診断書や必要書類の提出を行います。
　出席停止の対象となる感染症は以下の通りです。

１．指定感染症
　新型コロナウイルス感染症

２．第一種の感染症
・エボラ出血熱　　・クリミア・コンゴ出血熱　　・南米出血熱　　・ペスト
・マールブルグ病　・ラッサ熱　　　　　　　　　・急性灰白髄炎（ポリオ）
・ジフテリア　　　・重症急性呼吸器症候群　　　・鳥インフルエンザ

３．第二種の感染症
・インフルエンザ　　・百日咳　　・麻しん　　　・流行性耳下腺炎
・風しん　　　　　　・水痘　　　・咽頭結膜熱　・結核
・髄膜炎菌性髄膜炎

４．第三種の感染症
・コレラ　　　　　　　　・細菌性赤痢　　　・腸管出血性大腸菌感染症
・腸チフス、パラチフス　・流行性角結膜炎　・急性出血性結膜炎

５．その他の感染症
　上記の感染症ではないが、医師が感染拡大防止のために欠席が必要と判断した感
染症

　※37.5℃以上の発熱、強いだるさ等の風邪様症状、嗅覚・味覚異常等新型コロ
ナウイルスの感染が疑われる場合は、学生課へ連絡の上、症状が消失するまで
欠席して下さい。
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保険制度について

傷害保険及び賠償保険
　本学の学生は、教育研究活動中の不慮の災害事故補償のために「学生教育研究災
害傷害保険（学研災）」、学生の過失による賠償責任保障のために「学研災付帯賠
償責任保険（学研賠）」に全員が加入しています。入学時に配布される「加入者の
しおり」が証書になります。大事に保管しておいてください。事故が起こった際に
は、保健室に申し出てください。

傷害保障制度
　学研災の免責期間にあたる傷害に関しては、学園独自の保証制度を設けています。
　大学管理下において生じた傷害事故のうち、学研災の免責期間にあたる場合には
治療費補助を行います。
(1)　治療費補助支払いの対象となる大学管理下の事故とは、次の場合を言います。

　○ア	 正課中に被った事故
　○イ	 大学の認める課外活動中に生じた事故
　○ウ	 大学が主催する諸行事中に生じた事故
　○エ	 通常の経路及び方法による通学中の事故
　○オ	 その他学長が大学管理下と認めた事故

(2)　治療費補助支払いの対象とならない事故

　○ア	 大学の管理下にはない事故
　○イ	 故意や犯罪行為による事故
　○ウ	 病気や心神喪失による事故
　○エ	 地震や暴風雨などの天災による事故

(3)　支払われる治療費補助の額について
　　大学の認める傷害事故により、入院を必要とする場合は１日につき1,500円
を、通院を必要とする場合は1日につき1,000円を支払う。

(4)　申請期限について
　　治療費補助の請求は、当該事故のあった年度に限る。ただし、年度を越えて治
療を継続する場合は除く。
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8．学生相談室（0号館3階）
　学生生活をすごすうちに、もし勉学や進路、人間関係などで悩むことがあったと
したら…。それは、あなたが大人になってゆく“生みの苦しみ”です。
　学生相談室は、あなたがそういう悩みをかかえたときに、カウンセラーと1対1
で話し合いができるようになっています（学生相談室では、相談したことの秘密は
守られますので、気軽に相談してください）。

　カウンセリングは、カウンセラーとあなたがじかにふれあう場です。
あなたの現在の問題や、気持ちをありのままにみつめて、あなた自身が問題を解決
してゆけるように、カウンセラーが援助します。カウセリングは一人でも、グルー
プでもさしつかえありません。
《予約方法》
　予約には3つの方法があります。
　①メールに学年・学科・学籍番号・氏名・相談内容・相談希望日を書いて相談時
間を予約する。

　　アドレス　gakusei_sodan@nagoyacollege.ac.jp
　②直接相談員に予約する。
　③保健室を通して予約する。
　もちろん、予約をしないで直接来室していただいても大丈夫です。
　お気軽にご利用下さい。

　あなたが自分自身を知る手がかりとして、心理テストも準備しています。“自分
の性格を考えてみたい”と思った時にも、気軽に相談室を訪れてください。

※いのちの電話相談センター（24時間・年中無休）
　名古屋いのちの電話　052−931−4343

相　談　員

開室時間

川　上　紗　季
毎週水曜日

12：30〜17：30

鈴　木　菜　央
毎週木曜日

12：30〜17：30

須　原　美　佐
毎週金曜日

13：00〜17：00
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9．ハラスメント
ハラスメントとは？
　ハラスメントとは、相手側の意に反する不適切な発言、行為等を行うことによっ
て、相手側に不快感や不利益を与え、人権を侵害し、教育研究・学習環境を悪化さ
せることをいいます。キャンパス内で起こりうるハラスメントには①セクシュア
ル・ハラスメント、②アカデミック・ハラスメント、③パワー・ハラスメントがあ
ります。そのほかに基本的人権を侵害する全ての言動や行動も含まれます。
　本学には、みなさんの味方となる相談窓口があります。

大学におけるハラスメント
　大学という環境の中でのハラスメントは、学生を指導したり成績評価を行う立場
にある教職員が、「弱い立場」にある学生に対してハラスメントを行うという場合
が典型的です。またハラスメントは、教職員と学生の間だけではなく、先輩後輩・
友人間など同性間でも起こり得ます。

　①不必要に手や肩などに触れられる
　②性的で不快なことを言われる
　③ゼミコンパの時に、先生に無理やり酌をさせられる
　④教職員からしつこく飲食に誘われる

　などはハラスメントになります。他大学ではこのような例の他、もっと重大なハ
ラスメントも起こっています。

ハラスメントを防ぐために
　遠慮なく相談窓口を利用しましょう。
　あなたや友達がハラスメントにあい、どうしたらよいか悩んでいるとき、あるい
は、もし断ったら成績評価や、就職・身体的安全に影響があるとおそれているとき
には、ただちにハラスメント相談窓口に助けを求めて下さい。相談窓口では教職員
がプライバシーを守りながら、あなたが不利益をこうむることがないように、あな
たの立場になって支援します。
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　相談受付は、電話・手紙・ファックス・電子メールでも受け付けています。相談
を受けたすべての教職員には守秘義務があり、あなたのプライバシーは守られま
す。匿名での相談も受け付けています。

　桜花学園大学・名古屋短期大学では相談を受けると、この
ような流れで対応します。

相 談 者

ハラスメント
相談員 保 健 室学生相談員

（外部）

助言 相談

ハラスメント防止・対策委員会

ハラスメント相談窓口

ただし、相談にはどの教職員も応じます。

解決のために調停や調査
が必要な場合
（相談者の了承を得て行います）
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ハラスメントに対する基本的宣言

　桜花学園大学及び名古屋短期大学（以下「本学」と呼ぶ）の

教職員と本学で学ぶ全ての学生は、個人の尊厳、法の下の平

等、学習研究の権利と自由、勤労の権利などを定めた日本国憲

法、教育基本法、労働基準法、男女雇用機会均等法などに謳わ

れている精神にのっとり、個人の人権を侵害するハラスメン

ト、とりわけセクシュアル・ハラスメントは基本的人権を尊重

した男女共同参画型の社会づくりを目指す上で絶対にあっては

ならないものと考えます。本学では、学内において学び研究し

働く全ての構成員が、個人として尊重され、公正で安全な環境

の下で勉学研究に専念し、課外活動を楽しみ、職務に従事する

機会と権利を保障することに努めます。その一環として、万一

ハラスメントによる人権侵害・性差別が発生した場合には、厳

しい姿勢で速やかに適切な対応を行うことを宣言します。また

本学では、ハラスメントによる人権侵害・性差別の防止及び根

絶のための研修会を実施したり、パンフレットなどを作成して

ハラスメント防止に対する意識の向上と、ハラスメントを防止

する環境づくりに努力します。

桜花学園大学・名古屋短期大学
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10．個人情報保護
　周知のとおり「個人情報の保護に関する法律」（平成15年法律第57号）は、平
成17年4月1日全面施行になりました。
　本学園では、学生・生徒並びに教職員の個人情報をデータベースや帳票により、
教育・研究活動及び進路支援などに利用しています。これらの個人情報の利用に当
たっては、当然のことながら、個人の尊厳及び基本的人権の尊重の立場から、個人
情報を確実に保護しなければなりません。
　したがいまして、個人情報保護に関する法律や政令及び「学校における生徒等に
関する個人情報の適正な取り扱いを確保するために事業者が講ずべき措置に関する
指針」（平成16年文部科学省告示第161号）並びに「雇用管理に関する個人情報
の適正な取り扱いを確保するために事業者が講ずべき措置に関する指針」（平成
16年厚生労働省告示第259号）等の基準を遵守しながら学内規程を制定し、個人
情報の収集・管理・利用・開示・提供に関して適切な措置をとり、適正な利用と保
護に今後とも努めてまいります。
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学校法人桜花学園　個人情報の保護に関する規程

（目　　的）
第1条　	この規程は、学校法人桜花学園（以下「学園」という。）が「個人情報の

保護に関する法律」（平成15年5月30日法律第57号）の平成17年4月
1日施行に伴い、個人情報の適正な収集、利用、管理及び保全を図り、
もって個人情報の保護に資することを目的とする。

（定　　義）
第2条　	この規程において「個人情報」とは、学園に在籍（以下、科目等履修生含

む）・在職（以下、非常勤教職員含む）している者、在籍・在職しようと
する者、在職・在籍していた者、在籍・在職しようとした者（未成年の場
合。法定代理人､保護者を含む。以上の者を総称し、以下「個人等」とい
う。）の生存する個人に関する情報であって、特定の個人として識別され
る、または識別され得る情報をいう。

　　2　	この規程において「個人情報データベース」とは、パソコン等のデータ
ベース化された情報の他、個人情報の集合物であって帳簿等によってファ
イリング化され、検索が容易にされたものをいう。

　　3　	この規程において「個人データ」とは、個人情報のうち、前項の個人情報
データペースの中に組織的に組み込まれたものを言う。

（責　　務）
第3条　	個人情報の安全管理のため、個人情報統括管理責任者（以下「統括責任

者」という。）を学園が設置する学校長とし、そのもとに「個人データ管
理者」を置く。

　　2　	統括責任者は、組織的管理措置、人的管理措置、技術的・物理的管理措置
を講ずるよう努めなければならない。

　　3　	統括責任者は、個人データの取り扱いの管理を行うため「個人データ管理
者」を事務部長・課長等から選任するものとする。

　　4　	個人データを取り扱う者は、業務上知り得た個人データの内容を第三者に
漏洩、又は目的外に使用してはならない。その職を退いた後も同様とす
る。

（収集の制限）
第4条　	個人情報の収集は、あらかじめ当該個人等の本人に利用目的を公表・通知

し文書等にて同意を得た範囲内に限定するものとする。
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　　2　	個人情報の収集は、思想、信条、信教及び本籍地の調査を目的としてはな
らない。

（利用及び提供の制限）
第5条　	個人データの利用は、学園の教育業務において不可欠な範囲内に限定する

ものとする。
　　2　	個人データは、本人の同意がある場合や次の場合を除き、これを第三者に

提供してはならない。
　　　①法令に基づく場合
　　　②個人の生命、身体又は財産の保護のために必要がある場合であって、本人

の同意を得ることが困難なとき。
　　　③行政機関又はその委託を受けた者が法令の定める事務を遂行することに対

して協力する必要がある場合であって、本人の同意を得ることにより当該
事務の遂行に支障を及ぼすおそれがあるとき。

（適正管理）
第6条　	個人データ管理者は、個人情報の安全性及び信頼性を確保するため、所管

の個人情報（以下「所管情報」という。）の漏洩、滅失、棄損及び改ざん
の防止に関し、必要な措置を講じなければならない。

　　2　	個人データ管理者は、所管情報を、その目的に応じ、最新の状態に保つよ
う努めなければならない。

（業務の委託）
第7条　	個人データの取り扱いを含む業務を学外に委託する場合は、個人情報の保

護に必要な事項について、約定しなければならない。
（学外要員の受け入れ）
第8条　前条の規定は、個人データの取り扱いを含む業務のために、学外から要員

を受け入れる場合についても準用する。
（開示の請求）
第9条　	個人等は、本人に関する個人情報について、開示の請求をすることができ

る。
　　2　	前項の請求は、当該請求に必要な事項を明記した文書を、当該個人データ

管理者宛に提出して行うものとする。
　　3　	第1項の請求を受けた個人データ管理者は、当該個人情報を開示するもの

とする。
　　　　ただし、次の場合については、この限りではない。
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　　　①本人又は第三者の生命、身体、財産その他の権利利益を害するおそれがあ
る場合

　　　②学園の教育・研究等の適正な実施に著しく支障を及ぼすおそれがある場合
　　　③他の法令に違反することとなる場合
（訂正の請求）
第10条	個人等に関する個人情報に誤りがある場合に、その訂正を請求することが

できる。
　　2　	前条第2項の規定は、訂正の請求について、これを準用する。
　　3　	第1項の請求を受けた個人データ管理者は、当該請求に関わる事実を調

査・確認し、速やかにこれに応じるものとする。
（不服の申し立て）
第11条	個人等は、個人情報の取り扱いに関し、不服申し立てをすることができ

る。
　　2　	統括責任者は、不服申し立ての受け入れ機関として、情報監査委員会（桜

花学園大学にあっては「大学評議会」、名古屋短期大学にあっては「大学
運営委員会」、桜花学園高等学校については「運営委員会」、附属幼稚園
にあっては「職員会議」が兼ねる）を置く。

　　3　	前項の申し立ては、当該個人データ管理者を窓口とし、情報監査委員会宛
てに提出するものとする。

　　4　	情報監査委員会は、不服申し立ての内容を調査し、確認するため調査小委
員会を設置することができる。

　　5　	情報監査委員会は、第4項の調査、確認の結果を当該本人等に直接通知す
るとともに、可及的速やかに学部長または学科長等に通告する。

（事務主管）
第12条	個人情報取り扱いに関する事務主管は、庶務会計課又は事務室とする。
（委任）
第13条	この規程に定めるものの外、必要な事項については別に定める。
（規程の改廃）
第14条	この規程の改廃は、理事会の議を経て理事長が行う。

附則　この規程は、平成17年4月1日に施行する。
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大学の保有している個人情報の取扱いについて

○本学が保有している個人データの利用目的について
　本学は、「学校法人桜花学園　個人情報の保護に関する規程」第5条第1項にも
とづき、教育業務を遂行するために保有している個人データを、下記の目的のため
に利用します。下記の目的以外にデータを利用する必要が生じた場合は事前に同意
を得ることとします。なお、個人情報を直接本人から書面等により取得するとき
は、具体的に利用目的を明示します。
　また、下記のサービスおよび業務を円滑に進めるため、本学設置法人である学校
法人桜花学園との間で、個人データを共同利用させていただくことがあります。

○利用目的
1．本学にかかわる業務上の各種通知、連絡、掲示を行うため
2．授業、試験等を円滑に運営するため
3．学生の学籍管理、履修・成績管理等を行うため
4．学生の実習実施に必要な業務を行うため
5．学生の修学指導用に保証人へ成績通知を行うため
6．学生の奨学金交付、各種助成、課外活動、住居・アルバイト紹介、保健衛生管
理等、学生生活支援及び福利厚生業務を行うため

7．学生の就職支援業務を行うため
8．入学者選考及び入学試験業務を行うため
9．各種証明書等を発行するため
10．	学費等の納入、返金等に関する業務を行うため
11．	卒業生に対して、大学の行事開催通知や調査等を行うため
12．	自己点検・評価、第三者評価、各種補助金申請及び各種統計調査にかかわる

業務を遂行するため
13．	図書館等、学校の教育・研究施設の利用、図書・教室・その他施設の貸出、

情報ネットワークの利用等にかかわる業務を遂行するため
14．	同窓会の活動を支援するため
15．	上記のほか、本学の管理・運営にかかわる業務において必要な事項を処理す

るため

○個人情報の保護に関する取扱い窓口
　本学の個人情報の保護に関する取扱いについて、質問や相談、情報開示請求、申
し出等がある場合は、各業務を行う事務局部署で受け付けます。
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11．障がい学生の支援
　本学では、障がいのある学生一人ひとりの実情や要望に基づき、修学環境を整え
ることを目指して教職員が連携し、全学的なサポートができるよう努めます。
　支援を希望する学生は、特別支援申出書を学生課に提出して下さい。
　担当部署・窓口は次のとおりです。

担当部署 学生委員会
担当窓口 学生課（研究管理棟１階）

　月〜金　９：30〜16：30
　TEL　　0562-97-5503/1306
　e-mail　gakuseika@nagoyacollege.ac.jp

名古屋短期大学　障がい学生支援に関する指針（ガイドライン）
平成28年3月9日　制定

1．基本理念
　名古屋短期大学は、障がいの有無によって分け隔てることなく相互に人格と個性
を尊重し合い、学生、教員、職員の多様性を重んじる大学を目指す。また、本学構
成員一人ひとりが障がいについて共に学び、お互いに支え合うことにより、障がい
があってもその能力を最大限に発揮できる環境を整えることを目指す。

2．基本方針
　名古屋短期大学は、本指針（ガイドライン）の基本理念に従い、支援実施の指針
となる4つの基本方針を定める。
（1）	障がい学生本人および家族からの申請（要望）に基づいて、必要な支援を行

う。
（2）	教職員が緊密に連携・協力をして、全学的な支援を行う。
（3）	すべての学生が質の高い教育を受けることができるよう、修学支援を行う。
（4）	すべての学生に同一の基準で成績評価を行う。ダブル・スタンダードは設け

ない。

3．対象学生・支援範囲
　「障がい学生」とは、「障がい及び社会的障壁により継続的に日常生活又は社会
生活に相当な制限を受ける状態にある学生」とする。また大学が入学を認めたすべ
ての学生が対象である。
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　支援の範囲は、「入学試験、入学から卒業までの修学に関する事項、進学・就職
等に関する事項」を対象とする。大学（学部、学務部等）と本人（及び保護者）が
十分な合意形成・共通理解を得た上で、柔軟に対応するものとする。

4．組織体制
　学生委員会が中心となって、障がいのある学生の支援のコーディネートを行う。
障がい学生の所属学部、授業担当教員、学生相談室、関係部署及び学生支援ボラン
ティアが緊密に連携し、本指針（ガイドライン）に基づき、障がい学生への支援を
行う。

5．支援内容（具体例）
　以下に障がいの種別ごとの支援の例を記載する。障がいのある学生一人ひとりの
支援の要望に基づき、個別に対応する。

【障がい学生修学支援内容】
（1）身体障がい学生への対応例
　　1、	ＰＣ通訳、ノートテイク等学生ボランティアの活用
　　2、	受講時の配慮（教室の着席位置、教室の変更、ガイドヘルプ）
　　3、	ＩＣＴ、各種機器等の活用
（2）発達障がい学生への対応例
　　1、	事前相談を行い、どういったことに配慮が必要か確認する。
　　2、	伝達事項は、プリントやメモに書いて渡す等配慮する。
　　3、	精神的に不安定になったときの支援窓口（学生相談室等）を定め、連携す

る。
（3）病弱・虚弱学生への対応例
　　1、	本人、保護者と事前相談を行い、授業時や生活上の問題等を確認する。
　　2、	体育や実習等への参加に関してどこまで支援が必要かについて本人に確認

しておく。
　　3、	通院が必要な場合、授業欠席時の学習の補充について配慮する。

付　　則
1　	学長は、本指針（ガイドライン）に定める目的を達成し、効果的な支援を遂行
するため必要な規程の整備、予算措置を講ずるよう努めるものとする。

2　	この指針（ガイドライン）は、平成28年4月1日から施行する。
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12．進路
　卒業後の進路について、最近では就職だけでなく進学や留学など多様な選択が増
えてきています。進路を決めることは人生で最も大切な問題の一つです。学生生活
を充実させるとともに真剣に考えてください。学生課では就職の指導・紹介だけで
なく、進路の相談もゼミ担当の先生や教務課と連絡を取りながら行っています。

1．就　職
　１年次秋から本格的な就職サポートを実施。求人票の見方や履歴書の書き方から、
メイク講座やマナー講座、筆記試験対策、面接指導まで幅広く対応します。教員と職
員が一体となり、学生の適性や個性を見つめながら一人ひとりに合わせたアドバイス
を行います。また、先輩たちが残した「試験内容報告集」も心強い味方です。

＜就職資料室＞
　研究管理棟１階の入口はいって左側にあり、自由に使用できます。
就職の具体的な情報を集める為に次のものをそろえていますので、大いに利用して
下さい。

　　機器関係　TV１台・パソコン７台・コピー機１台・プリンター１台
　　資　　料　公務員（保育）関係ファイル・ー般企業パンフレット
　　　　　　　就職案内書籍関係・各種問題集・その他専門学校関係案内
　　　　　　　セミナー案内ポスター・チラシなど

<就職資料室の平面図>

プリンターパソコン７台

就職関係掲示板（説明会、企業展など）

就職関連書籍、
パンフレット、
ファイルなど

コピー機

Ｔ
Ｖ

就
職
関
係
掲
示
板
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2．進　学
　４年制大学へ編入する学生のために、１年次の早い時期から編入ガイダンスを開催
し、希望に応じた編入学先や名短在学中の単位取得などをアドバイスしています。ま
た、数多くの４年制大学に推薦枠があり、一般とは別の入試で３年次への編入学がで
きます。
　また本学では、学問の奥深さを知りもっと学びたいと考える学生のために、「専攻
科保育専攻」と「専攻科英語専攻」を設置しています。専攻科の課程を修了すること
によって４年制大学卒業と同等の学位である“学士”を取得することができます。
　進学については教務課でガイダンスを行っています。ゼミ担当の先生にも相談して
ください。
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13．地震防災対策
１．地震が起きたら

　大学にいる場合

　1）机の下など落下物を防ぐ所に身を置いて安全を確保してください。
　2）地震時、校舎は耐震をしてありますので安全です。慌てて外へ飛び出さないよ

うにしてください。
　3）揺れがおさまったら、慌てず校舎外の1次又は２次避難場所へ移動してくださ

い。教職員がいる場合はその指示に従ってください。

　・１次避難場所：6号館前、7号館前芝生広場
　・２次避難場所：グラウンド

　大学外にいる場合

　1）安全な場所で身を守ることを最優先としてください。（ガラスの近くや看板の
下など落下物がありそうなところは避ける）

　2）通学中の場合、帰宅するか大学へ行くかは状況に応じて自分で判断してくださ
い。

　3）落ち着いたら家族と大学へ安否情報を連絡してください。
	 （大学0562-97-1306・5503）

　・普段から、通学中「ここで地震が起きたら」を想定して避難方法を考えてみてく
ださい。

２．特別警報が発令されたら
　　暴風・大雨・大雪などの特別警報が発令された場合、大学は休講となります
が、登校中などに発令された場合は、安全を最優先して行動してください。休講
の基準は「非常時の臨時授業運営措置」（本学ホームページ）によりますので確
認してください。

　　どこにいても　まず　自分を守る　ことを最優先に行動してください。
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1．学生会館
　学生のみなさんの福利厚生と課外活動のための総合的な施設であるとともに、学
生や教職員、そして同窓生のみなさんの交流の場であり、大学生活の憩の場ともな
るところです。学生会館の使用にあたっては、定められたルールを守り、楽しくく
つろげる場として、有効に利用して下さい。

(1)　施設の名称
　　　1　階　　食堂・喫茶コーナー・放送室
　　　2　階　　ラウンジ・売店・委員会室1〜4・名短同窓会室・印刷室・茶室
　　　地　下　　楽器演奏室1〜2・スタジオ・倉庫

　　　※使用許可を必要とする場所
　　　　　茶室・楽器演奏室1〜2・スタジオ・倉庫
　　　　　放送室・印刷室

(2)　学生会館の開館期間と開館時間
　　　開館期間：キャンパス閉鎖期間を除く
　　　開館時間：午前8時〜午後7時30分

2F　ラウンジ 2F　売店

1F　自販機コーナー 1F　テラス

1F　食堂
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(3)　食堂の営業時間
　　　平日　午前11時～午後2時
　　　※なお、合宿などで、予約注文のある場合（最低10名以上）、朝食は、午

前8時〜9時30分まで、夕食は、午後4時〜6時まで利用できます。
　　　※また、食堂は弁当の持込もできます。

(4)　売店の営業時間
　　　平日　午前９時50分～午後４時50分
　　　※長期休業中は、食堂・売店とも時間短縮及び休業する場合があります。

(5)　使用手続きについて
　　①　茶室・楽器演奏室・スタジオ−3日前までに施設使用願を提出して下さ

い。
　　②　特定の団体が行事などでラウンジを使用したい場合は、7日前までに学生

課へ使用願を提出して下さい。
　　③　食堂（厨房を除く）を使用したい場合は、業者の同意を得ておいて下さ

い。

(6)　鍵の受け渡しについて
　　　茶室・楽器演奏室・スタジオ・倉庫
　　　　　−当日学生課で貸出し、午後7時30分までに返却
　　　　　　午後7時30分以後の使用は、あらかじめ許可がなければ認められま

せん。
　　　なお、学生課受付にある「鍵の貸出し表」に必ず記入して下さい。
　　　（委員会室など、年間使用を許可されたグループには、スペアキーを渡しま

す。許可なくスペアキーのコピーを作ることは認められません。）
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学生会館

(7)　会館の使用上の注意事項

※　その他会館使用に関しては、学生課に問い合わせて下さい。

	 ①	飲 食 禁止場所
	 ②	貼	紙	掲	示	等
	 ③	清 掃 と片付け
	 ④	空 調について

	 ⑤	非　常　ベ　ル

	 ⑥	来 客者の利用

	 ⑦	器	物	の	破	損

	 ⑧	館内放送の利用

	 ⑨	演奏室等の使用

−	スタジオ、楽器演奏室
−	掲示板以外には絶対にしないで下さい。
−	使用後は清掃と後片付けをして下さい。
−	委員会室、茶室、スタジオ、楽器演奏室等の空調は、各
自で行って下さい。また、消灯節電にご協力下さい。

−	各部屋にある非常ベルは警備員室に通じています。非常
時のみ使用して下さい。

−	来客届を提出後ご案内下さい。館内は禁煙ですので、来
客者にも協力を求めて下さい。

−	誤って器物を破損したり、汚してしまった場合は、速や
かに学生課に連絡して下さい。

−	館内放送を利用したい場合は、その旨を学生課に申し出
て下さい。

−	地下のスタジオ、楽器演奏室は土足で上がらないで下さ
い。
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学 生 会 館 館 則

（設　　置）
第1条　　桜花学園大学及び名古屋短期大学学生等の福利厚生及び課外活動施設と

して、学生会館（以下「会館」という。）を置く
（管　　理）
第2条　　会館の管理は桜花学園大学及び名古屋短期大学長が共同で行うものと

し、両大学の学生部長がその任に当る。
（運　　営）
第3条　　会館の円滑な運営を計るため、学生会館運営協議会（以下「協議会」と

いう。）を置く。
　　　2．協議会に関する必要な事項は、別に定める。
（使 用 者）
第4条　　会館を使用できる者は、次の各号に掲げる者とする。
　　(1)　桜花学園大学及び名古屋短期大学の学生
　　(2)　桜花学園大学及び名古屋短期大学の教職員
　　(3)　桜花学園大学及び名古屋短期大学の卒業生
　　(4)　その他、学長が特に認めた者
（雑　　則）
第5条　　この館則に定めるもののほか、会館運営上に必要な事項は別に定める。
（館則の改廃）
第6条　　この館則の改廃は、教授会の承認を必要とする。

　　付　　則
　1．この館則は、昭和63年7月6日より施行する。
　2．この館則は、2002年4月1日より一部改正する。
　3．この館則を一部改正し、2010年4月1日より施行する。
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学生会館運営協議会規程

（目　　的）
第1条　　この規程は、学生会館（以下「会館」という。）館則第3条2項に基づ

き、学生会館運営協議会（以下「協議会」という。）について定めること
を目的とする。

（協議事項）
第2条　　協議会は会館の円滑な運営を計るため、次の各号に定める事項を協議す

る。
　　(1)　会館の施設、備品の使用に関すること
　　(2)　会館の施設及び備品の維持管理に関すること
　　(3)　食堂、売店に関すること
　　(4)　その他、会館の運営に関すること
（構　　成）
第3条　　協議会は、次の各号に定める委員をもって構成する。
　　(1)　桜花学園大学学生部長及び名古屋短期大学学生部長
　　(2)　学生課長及び学生課員1名
　　(3)　桜花学園大学及び名古屋短期大学より学生委員各１名
　　(4)　学生代表5名
（委員の任期）
第4条　　学生部長、学生課長等の職にある者を除く委員の任期は1年とする。た

だし再任を妨げない。
（招集・成立）
第5条　　協議会は、桜花学園大学及び名古屋短期大学の学生部長が必要とみとめ

たとき、又は委員の3分の1以上の要求があったときに開催し、学生部長
が議長となる。

　　2．協議会は、委員の3分の2以上の出席をもって成立する。
（改　　廃）
第6条　　この規程の改廃は、協議会において出席者の3分の2以上の賛成をもっ

て発議し、教授会の承認を必要とする。

　　付　　則
　1．この規程は、昭和63年7月6日より施行する。
　2．この規程は、2002年4月1日より改正する。
　3．この規程を一部改正し、2010年4月1日より施行する。
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学生会館使用細則

（目　　的）
第1条　　この細則は、学生会館（以下「会館」という。）館則第5条に基づき、

会館の使用について定めることを目的とする。
（開館日等）
第2条　　会館の開館日と開館時間は、次のとおりとする。ただし、学生部長が必

要と認めたときは、この限りではない。
　　　　開 館 日
　　　　　　1月6日から12月27日までの内、日曜日及び国民の祝日並びに学園

の創立記念日を除く日
　　　　開館時間
　　　　　　午前8時から午後7時30分まで
　　　2　前項にかかわらず、食堂及び売店の営業時間等は、業者と協議の上別に

定めるものとする。
（使用手続）
第3条　　本学の学生等が、食堂又は売店並びにラウンジを除く会館施設を使用し

ようとするときは、施設使用願を使用する日の3日前までに学生部長に提
出し、許可を得なければならない。

　　　2　前項にかかわらず、上記の施設を年間を通して使用しようとするとき
は、各年度初めに別に定める使用願を提出し、学生部長の許可を得なけれ
ばならない。

　　　3　前2項により提出された、使用願の記載事項に変更が生じたときは、そ
の都度速やかに学生部長に届け出るものとする。

　　　4　本学の学生等が、催事又は集会等のために食堂又はラウンジを使用しよ
うとするときは、7日前までに学生部長の許可を得なければならない。た
だし、食堂については業者の同意を必要とする。

（鍵の受渡）
第4条　　前条に定める会館施設の鍵の受け渡しは、使用開始日に学生課で受領

し、使用を終えたときは、速やかに学生課に返却するものとする。
　　　　　ただし、使用の終了が午後4時50分以後であった場合（土曜日は午後1

時20分）は、警備員に返却するものとする。
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　　　2　前項にかかわらず、年間を通して会館施設の使用を許可された者に対す
る鍵の受け渡しは、年度初めに受領し、年度末に返却するものとする。

（遵守事項）
第5条　　会館を使用する者は、次の各号に定める事項を遵守しなければならな

い。
　　　　(1)　防火及び防犯に努めること
　　　　(2)　整理整頓及び清掃に努めること
　　　　(3)　施錠及び消灯節電に努めること
　　　　(4)　会館施設及び備品を損する行為をしないこと
　　　　(5)　会館の施設又は器具を無断で移動しないこと
　　　　(6)　掲示板以外に貼紙等をしないこと
　　　　(7)　その他会館の維持管理に支障を生じる行為をしないこと
（委　　任）
第6条　　会館の使用に関し、この細則によりがたい場合は、学生会館運営協議会

の議に基づき、学生部長が定めるものとする。
（改　　廃）
第7条　　この細則の改廃は、学生会館運営協議会において、出席者の3分の2以

上の賛成をもって決定し、教授会に報告するものとする。

　　付　　則
　この細則は、昭和63年7月6日より施行する。
　この細則は、2002年4月1日より一部改正する。
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2．チェリープラザ’99
　チェリープラザ	’99（99年5月完成）は1階がサークルの部室及びシャワー室
（洗濯機・乾燥機）、3・4階はサークルの部室及びミーティングルーム、そして2
階は第2学生食堂（自販機コーナー）を備えた課外活動の拠点となる施設です。全
館内禁煙、冷暖房完備の施設ですので、皆さんの交流の場として大いに使用して下
さい。

（1）施設の名称
　1階　部室、シャワー室
　2階　第2学生食堂（座席約150席あります）
　3階　部室、ミーティングルーム、湯沸し室
　4階　部室、ミーティングルーム、湯沸し室
（2）チェリープラザ’99の開館期間と開館時間
　　開館期間：キャンパス閉鎖期間を除く
　　開館時間：午前8時〜午後7時30分
　　第２食堂　営業時間：平日、午前10時30分〜午後１時30分
（3）使用手続きについて
　　特定の団体が行事などで第2学生食堂（厨房を除く）を使用したい場合は、7
日前までに使用願を学生課へ提出して下さい。
（4）チェリープラザ’99の使用上の注意事項
　・ミーティングルーム——ミーティングルームを使用する場合は、ミーティング

ルーム入口の横にホワイトボード（受付表）がありま
すので、使用日・時間を記入すること。

	 ただし、使用後はホワイトボード（受付表）に記入し
た予約は必ず消すこと。

　・部屋内の掲示等————指定された場所以外には絶対にしないで下さい。
　・空調について—————部室、ミーティングルーム等の空調は、各自で行って

ください。また、消灯節電にご協力下さい。
　・非常ベル———————各部屋にある非常ベルは、事務局、警備員室に通じて

います。非常時のみ使用して下さい。
　・器物の破損——————誤って器物を破損したり、汚してしまった場合は、速

やかに学生課に連絡して下さい。
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3．セミナーハウス
　キャンパス内にあるセミナーハウス（95年7月完成）は約100名が一度に宿泊
でき、ゼミ・サークル・委員会活動での研修会議や親睦など多目的に利用できま
す。また、宿泊だけではなく昼間も利用できます。
　なお、利用を希望する場合、事前に学生課まで申し込んで下さい。
　（日曜・祝日は原則として利用できません）

1Ｆロビー

3Ｆ宿泊室兼作業室

2Ｆ宿泊室
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セミナーハウス管理使用規程

（目　　的）
第1条　　この規程は、セミナーハウスの管理及び使用について必要な事項を定め

るものとする。
（管　　理）
第2条　　セミナーハウスの管理は桜花学園大学及び名古屋短期大学長が共同で行

うものとし、両学長が指名した管理責任者（以下「管理者」という）がこ
れにあたる。

（使 用 者）
第3条　　セミナーハウスを使用出来る者は次のとおりとする。
　　　　1）桜花学園大学及び名古屋短期大学の学生
　　　　2）桜花学園大学及び名古屋短期大学の教職員
　　　　3）桜花学園大学及び名古屋短期大学の卒業生
　　　　4）その他学長が特に認めた者
（使用手続）
第4条　　セミナーハウスの使用を希望する者は、使用願（別紙）を管理者に提出

し許可を得なければならない。
（使用の取消し等）
第5条　　この規程及び許可条件に違反した場合、または管理者の指示に従わない

場合、学長は使用許可を取消しまたは使用を中止させることができる。
（使用者の損害賠償）
第6条　　使用者が施設・設備及び備品等を、故意または重大な過失で破損もしく

は紛失した場合は、その損害を賠償しなければならない。
（雑　　則）
第7条　　セミナーハウスの使用細則については別に定める。
　　付　　則　
　1．この規程は1995年7月5日より施行する。
　2．この規程は2002年4月1日より改正する。
　3．この規程を一部改正し、2010年4月1日より施行する。
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セミナーハウス使用細則

（準　　拠）
第1条　　この使用細則は、セミナーハウス管理使用規程にもとづき、セミナーハ

ウスを円滑に運営するために定めるものとする。
（申込み窓口）
第2条　　使用申込みの窓口は学生課とする。
（使用手続）
第3条　　セミナーハウスの使用を希望する者は、使用責任者が使用願（別紙）及

び使用者名簿を前条の窓口に提出し、管理責任者（以下「管理者」とい
う）の許可を得なければならない。

　　　2．使用願は、原則として使用開始の7日前までに提出しなければならない。
（人数制限）
第4条　　安全確保の立場から、本学学生の使用人数制限を、原則として最低使用

人数10名以上、最大使用人数100名以下とする。
（使用制限）
第5条　　利用機会均等の立場から、同一使用者が1回の手続きで利用できる日数

は、原則として3日以内とする。
（申込みの取消し等）
第6条　　使用責任者は、申込み後、取消しあるいは使用内容に変更が生じたとき

は、直ちに管理者に連絡しなければならない。
（使用期間）
第7条　　使用期間は、年末年始及び特別な事由によって、管理者が使用困難と判

断した日を除く期間とする。
（使用時間）
第8条　　セミナーハウスの使用時間については、次のように定める。
　　　　1）昼間使用する場合　午前9時〜午後4時30分
　　　　2）宿泊する場合　午後5時〜翌日午前8時30分
（遵守事項）
第9条　　セミナーハウスの使用者は、セミナーハウス使用細則に従い、次の事項

を遵守しなければならない。
　　　　1）整理整頓に心がけ、設備・備品を大切に使用すること
　　　　2）使用後の設備・備品等は、現状復帰すること
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　　　　3）火気や盗難等に留意するとともに、常に出入口の施錠に心がけること
　　　　4）使用後は点検カードの項目に従い、火気・電源・戸締まりなどを点検

すること
　　　　5）セミナーハウス内は、禁煙とする
　　　　6）使用許可を得ていない者を、使用または宿泊させないこと
　　　　7）特別に許可された場合を除き、入浴時間は午後6時から午後10時まで

とする
　　　　8）門限は、特別に許可された場合を除き午後10時とし、やむを得ない

場合を除き、翌朝6時までの外出を禁止する
　　　　9）特別に許可された場合を除き、消灯時間は午後11時とする
　　　	10）各部屋及び、玄関ホール等の掃除は午前8時30分までに行い、ゴミ等

は指示通り処理すること
（報　　告）
第10条　セミナーハウス使用中に、火災や病気などで緊急な事態が発生した場

合、使用責任者は直ちに管理者に報告しなければならない。
（点　　検）
第11条　使用責任者は、鍵の返却時に「点検カード」を提出し、点検を受けなけ

ればならない。
（使用許可の取消し等）
第12条　使用者が次の各号に該当する場合は、その使用許可を取消し、または中

止させることがある。
　　　　1）使用細則に違反したり、大学の指示に従わない場合
　　　　2）使用願に虚偽の記載をした場合
　　　　3）施設及び備品等を、故意または過失で破損する行為があった場合
　　　　4）大学の事情により、当該施設備品を使用する必要が生じた場合
　　　　5）その他管理上支障があると認めた場合
（雑　　則）
第13条　この使用細則に定めるほか、運営上に必要な事項は別に定めるものとす

る。
　　付　　則
　この規程は1995年7月5日より施行する。
　この規程は2002年4月1日より一部改正する。
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4．図　書　館
　「楽しく、頼りになる」図書館ですと大胆に言いきってしまいます。信じられな
い人は図書館のドアを押して確かめてください。
　「ビデオ、DVD、CDが自由に利用できる」「スペースが広い」「資料が充実し
ている」「サービスがいい」かどうか。
　本学の図書館は、設備・資料ともに恵まれていると言えますが、充分活用しない
まま卒業してしまう人がいるのは残念です。
　大学生と「論文・レポート」は切離せないものですが、その時まず最初にしなけ
ればならないのは資料の探索・収集です。図書館にはそのための道具（文献目録や
検索用パソコンなど）がそろえられています。「検索用パソコン」を使って網羅的
かつスピーディーに、資料を探したり、移動書架から雑誌のバックナンバーをとり
だしたり…図書館の機能をフルに活用し「論文・レポート」を書きあげてほしい。
また図書館で様々な本とめぐりあってほしい。
　そのために、図書館では「オリエンテーション」の開催、「図書館だより」の発
行などを通して図書館を知っていただきたいと努力しています。これらに積極的に
参加したり、図書館員に相談するなどして図書館をよく知り、図書館を使いこな
し、使いきってください。図書館の利用法は他の図書館でも共通しています。図書
館での経験は単に大学生活に役にたつだけではなく、今後の生活を豊かなものにす
るでしょう。以下簡単に図書館をご案内いたします。
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〈施設・設備〉
　閲覧席数　閲覧室121席、レファレンスコーナー20席、雑誌コーナー８席
　視聴覚コーナー　ヘッドホン使用です。自由に使用できます。
　　　　　　　　　カセット・ＣＤ　2ブース　　レコードプレーヤー　2ブース
　　　　　　　　　ビデオ・DVD　17ブース

　ラウンジ　15席、当日の新聞、娯楽的雑誌が利用できます。

　コピー機　コイン式1枚10円です。

　多目的ホール　72席　AVシステム設置。
　　　　　　　　授業・ゼミ又はグループで利用できます。
　　　　　　　　事前に申し込みが必要です。

　研究室　2室、各12席、グループで利用。事前に申し込みが必要です。
　　　　　　DVD・VHS　1台

　その他
　　　ハンドル式移動書架…雑誌バックナンバーや紀要を所蔵。
　　　マイクロリーダー　1台
　　　パソコン　　　　　６台　蔵書検索ができます。
　　　ブック・ディテクション・システム…手続きをしないで資料を持ちだすと警
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　告音が鳴ります。
　　　ロッカー…大きな手荷物をいれられます。
　　　公衆電話…1F　絵本コーナー付近にあります。

カウンター　1F 蔵書検索　1・2F
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〈資　　料〉
　図 書 資 料	 約23万冊　学習、研究の基本となる資料を中心に所蔵。
　視聴覚資料	 ビデオ・レコード・ＣＤ・DVD・16ミリフィルム・スライド・

カセット等教材として必要なもの、リクエストの多かったものを
中心にして収集。

　雑　　　　誌	 「non-no」「AERA」など和雑誌271種を継続購読。
	 「Language」「Child	Development」など洋雑誌42種を継続購読。
　選　　　　定	 各教科に関する資料は担当教員が、その他については、リクエスト

も含めて図書館運営委員会で、希望に添える方向で選定します。
	 継続して購読する雑誌は、前年度に委員会で選定します。

〈資料の探し方〉
　図書館の所蔵資料のデータは、OPAC（オンライン蔵書目録）で調べることがで
きます。著者名や書名から探せます。
　書名や著者名が完全にわからなくても単語から探すことができます。操作は簡単
です。
　どんな資料にあたったらいいかわからない時は、カウンターにご相談ください。
どんな資料を参考にしたらよいか、それはどうしたら手にはいるか、できる限りお
知らせします。どうぞ遠慮なくお尋ねください。

雑誌コーナー　1F 絵本コーナー　1F
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〈利　　用〉
　開　　館　月・火・木・金曜日　8：40〜18：30
　　　　　　水曜日　8：40〜17：30
　　　　　　土曜日　8：40〜16：00
　　　　　　授業開講日以外の平日　　９：00〜16：50
　　　　　　授業開講日以外の土曜日　９：00〜13：00
　休　　館　日曜日・祝日・学園創立記念日
　　　　　　館内整理日
　　　　　　春・夏・冬季休業中はその都度掲示。
　　　　　　※非常時の開館・休館は、非常時の授業運営措置に準ずる。
　入　　館　入館カードを入れてください。（大きな手荷物はロッカーへ）
　館　　内　自由に好きな図書・雑誌等を取り出してご利用ください。
　　　　　　ＣＤ・DVD・ビデオも利用できます。
　貸　　出　図書5冊2週間以内（大学院生は図書10冊４週間以内）、雑誌バックナ

ンバー2冊2週間以内、カセット・ＣＤ2点2週間以内貸出できます。
　　　　　　ビデオ・DVD・レコード・製本雑誌は貸出できません。
　　　　　　春・夏・冬季休業中・実習期間中は特別貸出します。
　　　　　　卒業論文特別貸出は図書5冊4週間以内。（一般貸出にプラスします）
　　　　　　貸出のときには　学生証　が必要です。
　返　　却　受付へお返しください。
　　　　　　閉館時は玄関右側ブックポストをご利用ください。（但しCD・カ

セットの返却はカウンターへ）
　※卒業後も図書館が利用できます。

ラウンジ　1F 視聴覚コーナー　1F
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〈図書館でできるサービス〉
　相互協力　利用したい資料を他の図書館が所蔵している場合、図書館相互で図書

を借りたり、コピーを送ってもらったりする事ができます。（有料）
　他館紹介　他の大学図書館等を利用したい時、当館の紹介状が必要な場合があり

ます。

イベントコーナー　1F

閲覧室　2F 多目的ホール　3F
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1．学生会
　本学の学生会は、学生の自律的な活動を通して民主的な精神を高揚し、相互扶助
の精神を培い、積極的に大学行事に参加して自主的学問研究の発展に貢献すること
を目的としています。
　学生会はすべての学生により構成されている学生の自主的な組織で、学生生活の
向上と発展に努めています。

学生会運営方法
　学生会はゼミ・サークルを基礎にして運営しています。最高決議機関として定例
学生大会を年2回、前後期1回ずつ行い、活動方針や予算などを決定します。また
必要に応じて臨時大会を開くことがあります。
　学生大会につぐ決議機関として、ゼミより選出された代議委員による代議委員会
があります。学生会役員は全学生の直接投票で11名を選出し、学生大会および代
議委員会の決議に基づき、その目的の遂行のために活動します。
　代議委員とは
　　４月最初のゼミで２名ずつ選出されます。代議委員は学生会執行委員会とゼミ
のパイプ役としての役割を果たし、学生会執行委員会からの諸連絡などは代議委
員を通じて各ゼミヘ伝えられます。

学生会の経費
　学生の入会金と会費、そして大学からの補助金によって運営されています。

学生会機構図

　　　執行委員会室及び各実行委員会室は、学生会館2Ｆにあります。

選 挙 管 理 委 員 会

サークル代表者会議

大 学 祭 実 行 委 員 会
新入生歓迎実行委員会
卒業を祝う会実行委員会
ローターアクトクラブ

ゼ ミ

執
行
委
員
会

代
議
委
員
会

学
生
大
会
（
全
学
投
票
）

サ
ー
ク
ル
・
同
好
会
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２．委員会・サークル一覧表
委員会名

学 生 会 執 行 委 員 会

大 学 祭 実 行 委 員 会

新入生歓迎実行委員会

卒業を祝う会実行委員会(桜花)
卒業を祝う会実行委員会(名短)

ローターアクトクラブ

活		動		日

木：昼休み

火：５限

隔週火：
昼休み　

木：昼休み
金：昼休み

木：昼休み
　５限

活　　動　　内　　容
学生と大学側とのパイプラインの役割
定例学生大会
代議委員会　　　　　　　　　　｝開催サークル・委員会代表者会議
大学祭の企画から運営まで
スポーツ祭典・前夜祭・模擬店・後夜祭等
※大祭係…実行委員会とは別に、各ゼミに大祭
係をおきます。大祭係は大学祭実行委員会と
ゼミのパイプ役としての役割を果たし、大学
祭実行委員会からの諸連絡などは大祭係を通
じて各ゼミヘ伝えられます。大祭係は４月最
初のゼミで２名ずつ選出されます。

新入生向けの
交流イベントの企画・運営

卒業を祝う会の準備・運営

他大学との交流
イベントの企画・運営

文化系サークル

サ　ー　ク　ル　名

吹 奏 楽 部

T e a m 	 V i e t n a m

ア カ ペ ラ 同 好 会

文 芸 サ ー ク ル

家 庭 サ ー ク ル

観 光 同 好 会

サ　ー　ク　ル　名

軽 音 楽 部

子 ど も と 遊 び の 研 究 会
（ 小 学 生 ・ 幼 稚 園 ）

茶 道 部

児童文化研究部「どかあん」

ＪＡＺＺサークル「t u t t i」

手 話 サ ー ク ル 「 手 話 っ ち 」
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サ　ー　ク　ル　名

硬 式 テ ニ ス 部

サ ッ カ ー 部

チ ア リ ー デ ィ ン グ 部

軟 式 テ ニ ス 部

バ ス ケ ッ ト ボ ー ル 部

バ ド ミ ン ト ン 部

サ　ー　ク　ル　名

バ レ ー ボ ー ル 部

野 球 部

リ ズ ム ダ ン ス 部

ダ ン ス 同 好 会

よ さ こ い サ ー ク ル

ス ノ ー ス ポ ー ツ サ ー ク ル

卓 球 部

スポーツ系サークル

「二者懇」
　本学には、課外活動の質的な発展を期すとともに、学生のみなさんのニーズをさ
らに深く理解し教育運営に反映するために、「二者懇」（各分野の学生代表と、学
生部長をはじめとする学生委員の教職員代表との懇談会）があります。
　「学生会執行部」だけではなく、「新入生歓迎実行委員会」や「大学祭実行委員
会」など、学生会会則に定める「特別委員会」の執行部と定期的に懇談会を行って
います。最近では新歓・大祭とも100名を超える大組織になったため、各企画ご
とに行われる場合もあります。

※詳しくは新入生歓迎実行委員会が配布する「何でもBOOK」で確認して下さい。
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桜花学園大学及び名古屋短期大学学生会会則

第1章　総　　　則

第1条（名　　称）
　　本会は、桜花学園大学及び名古屋短期大学学生会と称し、通称を「名古屋キャ
ンパス学生会」という。
第2条（目　　的）
　　本会は自主的、民主的な活動によって、学生の勉学及び生活条件、種々の課外
活動の向上を計ることにより、学生相互の親睦と豊かな学生生活の実現を目指す
ことを目的とする。
第3条（構　　成）
　　本会は、桜花学園大学及び名古屋短期大学に在籍する全学生をもって組織す
る。
第4条（事　　業）
　　本会は第2条の目的達成のために、次の事業を行う。
　1）学生と大学の連絡調整
　2）学生間の親睦のための活動
　3）学生の学問研究条件の充実及び、文化向上をはかるための活動
　4）他大学との交流
　5）その他目的達成のために必要な諸活動
第5条（機　　関）
　　本会は第2条の目的及び、第4条の事業を行うために次の機関をおく。
　1）学生大会　　2）執行委員会　　3）代議委員会　　4）ゼミ会
　5）サークル代表者会議　　6）選挙管理委員会
　7）その他目的達成のための委員会
第6条（顧　　問）
　　本会は、第4条の事業を円滑に行うために、名古屋キャンパス学生部長を顧問
としておくものとする。
第7条（会員の権利）
　　本会の会員は次の権利を有する。
　1）本会の機関に参加するための選挙権並びに被選挙権
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　2）本会の開催する諸行事に参加する権利
　3）本会の活動によって生ずる利益を平等に受ける権利
第8条（会員の義務）
　　本会の会員はすべて次の義務を負う。
　1）本会の会則を遵守する義務
　2）学生大会及びゼミ会に出席する義務
　3）本会の機関の決定に従う義務
　4）会費を納入する義務
第9条（本　　部）
　　本会の本部は、桜花学園名古屋キャンパス内におく。

第2章　機　　　関

　第　1　節　学 生 大 会
第10条（性　格）
　　学生大会は本会の最高決議機関である。
第11条（定例学生大会）
　　定例学生大会は年2回、5月と10月に開催し、次の事項を審議決定するものと
する。

　1）本会の活動総括と基本方針
　2）予算・決算の報告承認
　3）その他特に重要な事項
第12条（臨時学生大会）
　　臨時学生大会は、次のいずれかの場合に開催するものとする。
　1）執行委員会が必要と認めたとき
　2）代議委員会が必要と認めたとき
　3）全会員の1／4以上の署名による要求があったとき
第13条（構　　成）
　　学生大会は全会員をもって構成する。
第14条（招　　集）
　　学生大会は執行委員会が招集する。
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第15条（成　　立）
　1）定例学生大会は、全会員の1／3以上の出席によって成立する。但し、委任
状は出席者の1／3を超えてはならない。
　2）臨時学生大会は、全会員の1／4以上の出席によって成立する。
第16条（議　　決）
　　学生大会の議決は、出席者の過半数によって効力を発する。可否同数の場合は
議長がこれを決定する。
第17条（全学投票）
　　学生大会が成立しなかった場合は、大会にかわるものとして全学投票を行な
う。全学投票は全会員の過半数をもって成立するが、開票にあたっては代議員会
の立会いと確認がなければならない。

　第　2　節　執行委員会
第18条（性　　格）
　　執行委員会は、本会の総合的な企画運営の中心であり、最高執行機関である。
第19条（構　　成）
　　執行委員会は、会長1名、副会長2名、書記2名、会計2名、渉外1名・情宣1
名、庶務2名の合計11名で構成され、会員の直接投票によって選出する。
第20条（任　　務）
　　会長は執行委員を統轄し学生を代表する。副会長は会長を補佐し、会長に事故
のある場合はこれを代行する。書記は会長を補佐し、執行委員会における事務に
ついて責任を負う。会計は本会の会計を統轄する。渉外は会長を補佐するととも
に、他大学など学外との交渉に責任を負う。情宣は会長を補佐するとともに、学
内の情宣に責任を負う。庶務は会長を補佐するとともに、サークル、委員会活動
全般において責任を負う。
第21条（任　　期）
　　執行委員の任期は、11月から翌年の10月31日までとし10月に改選する。但
し、執行委員は任期終了後も次の役員が選出されるまでは、その業務を継続して
行うものとする。
第22条（招　　集）
　　会長は毎月2回執行委員会を招集する。但し、会長が必要と認めた場合、又は
執行委員の1／3以上の要求のあるときは、臨時にこれを招集することができる。
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第23条（成立・議決）
　　執行委員会は、執行委員の2／3以上の出席で成立し、議決は出席者の過半数
を必要とする。

第24条（欠　　員）
　　執行委員に欠員の生じたときは、臨時に補欠選挙を行う。但し、その任期は前
任者の残任期間とする。

　第　3　節　代議委員会
第25条（性　　格）
　　代議委員会は、学生大会に次ぐ本会の決議機関である。
第26条（構　　成）
　　代議委員会は、各ゼミより選出された2名の代議委員と、執行委員全員をもっ
て構成する。

第27条（役　　員）
　　代議委員会には議長1名・書記各2名をおく。役員の選出は代議員の互選によ
るが、執行委員が代議員を兼ねることはできない。

第28条（任　　期）
　　代議委員の任期は、5月1日から翌年の3月31日までとする。
第29条（招　　集）
　　代議委員会は、原則として毎月1回議長がこれを招集する。但し、執行委員会
がこれを必要と認めたとき又は、代議員の1／4以上の要求があるときは臨時に
議長がこれを招集する。

第30条（成立・議決）
　　代議委員会は、全ゼミ数の2／3以上の出席で成立し、議決は出席ゼミ数の過
半数を必要とする。但し、議決権は各ゼミ1名が有する。

　第　4　節　ゼ　ミ　会
第31条（性　　格）
　　ゼミ会は、本会会則第2条の目的及び学生大会で決定された基本方針にしたがっ
て、自主的、民主的に活動する。

第32条（構　　成）
　　ゼミ会は、そのゼミを単位とし、ゼミ員全員を構成員とする。
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第33条（招　　集）
　　ゼミ会は、そのゼミの選出した代議委員が次の場合に招集する。
　1）代議委員が必要と認めた場合
　2）執行委員会の要請があった場合
　3）ゼミ員の1／3以上の要請があった場合

　第　5　節　サークル代表者会議
第34条（性　　格）
　　サークル代表者会議は、各サークル間の連絡調整・企画立案にあたり、その決
議は、執行委員会の承認を得て発効する。
第35条（構　　成）
　　サークル代表者会議は、各サークル・同好会より2名ずつ選出された代表者に
よって構成する。
第36条（役　　員）
　　サークル代表者会議には、議長1名、副議長2名、書記1名、会計1名をおく。
役員の選出はサークル代表者の互選による。
第37条（招　　集）
　　サークル代表者会議の招集は、次の場合、議長がこれを招集する。
　1）執行委員会が必要と認めたとき
　2）代議委員会が必要と認めたとき
　3）全サークルの1／4以上の要求があったとき
　4）議長が必要と認めたとき

　第　6　節　選挙管理委員会
第38条（性　　格）
　　選挙管理委員会は、本会における役員の選出業務を行う。
第39条（構　　成）
　　選挙管理委員会は各科4名ずつ選出された委員によって構成する。
第40条（役　　員）
　　選挙管理委員会は次の役員を互選する。
　　委員長1名　副委員長2名　書記2名　計5名とする。
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第41条（任　　期）
　　選挙管理委員及び役員の任期は、代議委員の任期と同じとする。

　第　7　節　特別委員会（実行委員会）
第42条（性　　格）
　　特別委員会（実行委員会）は、全学的事業、その他特別の目的を遂行するた
め、執行委員会が発議し、代議委員が必要と認めたとき、設置することができる。

第43条（権　　限）
　　特別委員会は、その任務の遂行のための議決権と執行権を有する。
第44条（選　　出）
　　特別委員会の役員は、学生大会上で選出することを原則とする。又、特別委員
は個人の立候補を含め、クラス、ゼミ、サークルで選出することもできる。

第45条（任　　務）
　　特別委員会は、本会の目的達成を基本的な任務とし、執行委員会と常に連絡を
保ちつつ運営しなければならない。又、目的達成後は、執行委員会に対して統括
及び会計報告書を提出しなければならない。

第3章　サ ー ク ル

第46条（成　　立）
　　サークルは、本会員の10名以上を所属員として、学生の文化向上及び学生会
活動の発展を計ることを目的とする。これらのサークルを成立させる場合は、部
員名簿及び活動方針を代議員会に提出し、その承認を得なければならない。

第47条（同好会の成立）
　　同好会は、サークルへの発展過程としてこの目的に沿うように努力しなければ
ならないが、成立にあたっては本会員の5名以上を所属員とし、設立趣意書及び
部員名簿を執行委員会に提出し、その承認を得なければならない。

第4章　会　　　計

第48条（収　　入）
　　本会の経費は、会費、入会金、寄附金、事業利益、学園からの補助金、その他
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の収入をもってこれにあてる。
第49条（支　　出）
　　本会の経費は、予算の範囲内において、会計を通して支出するものとする。但
し、予算の編成にあたっては、顧問の承認を得なければならない。
第50条（会計監査）
　　会計監査は、執行委員を除く会員より各科4名ずつ選出し、本会及び、サーク
ル、同好会、特別委員会の会計監査を行う。
第51条（会　　費）
　　本会の会員は、次の会費、入会金を執行委員会の定めた期日までに会計に納入
しなければならない。
　(1)　入会金（入学時のみ）4,000円
　(2)　会費　　前期　2,000円　　後期　2,000円
第52条（会計年度）
　　本会会則の改定は、代議委員会において、代議委員の2／3以上の賛成で発議
され、学生大会において、出席者の2／3以上の賛成を必要とする。

第5章　改　　　定

第53条（改　　定）
　　本会会則の改定は、代議委員会において、代議委員の2／3以上の賛成で発議
され、学生大会において、出席者の2／3以上の賛成を必要とする。

　　附　　則
　本会則は、昭和52年6月1日から施行する。
　この会則は、昭和62年10月28日一部改正する。
　この会則は、平成2年10月31日一部改正する。
　	この会則は、2001年10月24日一部改正する。
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サークル及び同好会活動に関する規程

　本学におけるサークル及び同好会は、本学学則及び学生会会則にしたがい、本学
の構成員として、自主的で民主的な活動をするとともに、以下の事項を遵守しなけ
ればならない。

サークル及び同好会の設立
　1．学生がサークル及び同好会を設立しようとするときは、学生会会則第46条
および47条の規程により、その承認を得ること。

　2．学生会により、その設立を承認された団体は、学生部長に団体結成届を提出
すること。

　3．団体結成届には、団体の名称、代表者氏名、設立目的書、活動規約及び部員
名簿等の資料を添付すること。

　4．本学のサークル及び同好会が、学外の団体に加入しようとする場合は、上記
の設立手続きに準ずるものとする。

代 表 者
　5．サークル及び同好会には、各々代表者を置くこと。
　6．サークル及び同好会の代表者は、団体運営上の重要な事項については随意学
生部長及び学生会に報告し協議すること。

　7．サークル及び同好会の代表者は、次の手続きを行うこと。
　(1)　初めには部員登録カードを作成し、学生会を通じて学生部長に提出する。
　(2)　設立目的及び活動規約等に変更が生じた場合、並びに年度途中で部員及び
代表者に異動が生じた場合は、学生会を通じて学生部長に届け出る。

合　　宿
　8．サークル及び同好会が、学内または学外で合宿をする場合は、所定の合宿届
を学生部長に提出すること。

学外活動
　9．サークル及び同好会が、学外で練習・試合・公演等を行う場合は、事前に学
生部長に届け出ること。

長期休暇中の活動
　10．サークル及び同好会が、夏季・冬季等の長期休暇中に活動しようとすると
きは、事前にスケジュール等の一覧表を作成し、学生会を通じて学生部長に届
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け出ること
課外活動中の事故
　11．課外活動中に、死亡、傷害、疾病等の重大な事故が発生した場合は、速や
かに学生部長に報告すること。

サークル及び同好会の解散
　12．サークル及び同好会が解散する場合は、学生会を通じて学生部長に届け出
ること。

　13．年度はじめの部員登録が行われないサークル及び同好会については、学生
会と協議のうえ解散したものとする。
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体育館の管理及び使用に関する規則

第1条（趣　　旨）
　　この規則は、体育館の管理及び使用に関し、必要な事項を定めるものとする。
第2条（用語の意義）
　　この規則において「体育館」とは、体育館及びその敷地をいい、「使用者」と
は、使用しようとする一連の団体構成者及びその責任者をいう。

第3条（体育館の管理）
　　体育館の管理は、学長が行うものとし、学長の任命した管理責任者（以下「管
理者」という。）がこれにあたる。

第4条（体育館の使用）
　1．体育館の使用は、学校行事、教科時体育及び課外活動が他に優先するものと
する。

　2．前項により体育館を使用しようとする者は、体育館使用許可申請書（別紙様
式1）を使用1週間前までに管理者に提出して、許可を受けなければならない。

　　　ただし、授業、入学式及び卒業式等、特別の場合は省略することができるも
のとする。

　3．体育館を休日等に使用しようとする場合は、原則としてその2週間前までに
許可を受けなければならない。

　4．桜花学園高等学校及び名古屋短期大学付属幼稚園で使用しようとする場合も
前各項の定めるところによる。

　5．外部団体等の使用は原則として認めない。ただし、特別の事情があり、学長
が許可した場合に限り第2項及び第3項の規定を適用し使用することができる。

　6．前項の場合は別に定める使用料を納付しなければならない。
第5条（使用者の義務）
　　使用者は、前条第2及び第3項の規定に基づく許可条件及び管理者の指示に従
うとともに、体育館の秩序を乱す行為をしてはならない。

第6条（許可の取消し及び使用の中止）
　　学長は使用者が前条の規定に違反したときは、使用の許可を取消し又は使用を
中止させることができる。

第7条（使用後の届出）
　1．使用者が体育館の使用を終ったときは、すみやかに現状に復帰し、その旨を
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管理者に届け出なければならない。
　2．使用者が体育館の使用を中止しようとするときは、事前に管理者に届け出な
ければならない。

第8条（使用者の損害賠償）
　　使用者は、使用許可された施設、設備及び器具等を故意又は重大な過失により
損傷又は滅失したときは、すみやかにその損害を賠償しなければならない。
第9条（使用時間）
　　体育館の使用時間は、午前9時より午後5時までとする。ただし、管理者の許
可を得た場合は、使用時刻を午後8時まで延長することができる。
第10条（遵守事項）
　　体育館を使用する場合は次の事項を遵守しなければならない。
　(1)　体育館においては、管理者の指定するシューズを使用し、土足は厳禁する。
　(2)　使用者は使用した設備及び器具類を原状に復帰するとともに、使用個所の

清掃整頓をしなければならない。
　(3)　体育館内の設備及び器具類は許可なく移動し又は使用してはならない。
　(4)　放送、照明等を必要とする場合は事前に管理者の許可を受けなければなら

ない。
　(5)　体育館の施設、設備及び器具類を損壊及び亡失したときは、すみやかに管

理者に届け出てその指示を受けなければならない。
第11条（雑　　則）
　　この規則に定めるもののほか、体育館の管理及び使用に関し必要な事項は細則
で定める。

　　附　　則
　この規則は昭和52年4月1日から実施する。
　この規則は2002年4月1日から一部改正する。
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テニスコート管理及び使用に関する規則

（目　　的）
第1条　　この規則は、テニスコート（以下「コート」という。）の使用に関し、

必要な事項を定めることを目的とする。
（使　　用）
第2条　　コートは、実技の授業、及びそれに準ずる競技、並びに課外活動のため

に使用することを原則とする。
　　2　学長が適当と認めた場合は、本学学生以外の者に使用させることができる。
（管　　理）
第3条　　コートの管理は学長が行うものとし、授業以外で使用する場合の管理

は、学生課がその任に当たる。
（遵守事項）
第4条　　コートを使用しようとする者は、別に定める事項を遵守しなければなら

ない。
　　2　遵守事項を守らなかった場合は、以後の使用を認めないことがある。
（委　　任）
第5条　　この規則に定めるものの他、コートの管理及び使用に関し必要な事項は

別に定める。

　　附　　則
　この規則は、昭和60年6月26日より施行する。
　この規則は、2002年4月1日より施行する。
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(1)テニスコート使用手続

　授業以外の目的でテニスコートを使用しようとする場合は、次のような使用手続
をすること。
　(1)　硬式及び軟式テニス部が、課外活動日に年間を通して定期的に使用しよう

とする場合は、年度初めに学生課で使用予約をすること。
　(2)　年間を通して使用予約した団体以外の課外活動団体または個人が、テニス

コートを使用しようとする場合は、1週間前より学生課で使用予約をするこ
と。

(2)テニスコート使用に関する遵守事項
　1)　テニスコート内では、テニスシューズまたはそれに準ずる靴を使用するこ
と。

　2)　テニスコートに入る際は、テニスシューズ等に付着している小石、砂、泥
等をよく落すこと。

　3)　テニスコート内では、事故防止に努め他人に迷惑を及ぼすような行為をし
ないこと。

　4)　テニスコート使用後は、テニスコート内及びテニスコート周辺の美化並び
に備品の整備整頓に努めること。

　5)　使用時間を厳守すること。
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